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　９月10日（火）、稲刈り前の風物詩となってい
る大潟神社例大祭が行われました。

　９月に入っても暑かったこの日、村の熱い男たち

が神輿を担いで練り歩き、今年の豊作を祈願しまし

た。

（関連：P4）（関連：（関連：P4

　９月に入っても暑かったこの日、村の熱い男たち

る大潟神社例大祭が行われました。

日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい　９月 日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい　９月 日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい　９月　９月 日（火）、稲刈り前の風物詩となってい　９月　９月101010日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい　９月　９月　９月　９月10101010101010日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい日（火）、稲刈り前の風物詩となってい

る大潟神社例大祭が行われました。

　９月に入っても暑かったこの日、村の熱い男たち

が神輿を担いで練り歩き、今年の豊作を祈願しまし

た。

（関連：P4）

　９月に入っても暑かったこの日、村の熱い男たち

が神輿を担いで練り歩き、今年の豊作を祈願しまし

た。

（関連：P4

　９月10日（火）、稲刈り前の風物詩となってい
る大潟神社例大祭が行われました。

　９月に入っても暑かったこの日、村の熱い男たち

が神輿を担いで練り歩き、今年の豊作を祈願しまし

た。

（関連：P4）



いざという時のために、日頃からの備えを
秋田県総合防災訓練

敬老会・合同金婚式
　９月14日（土）、サンルーラル大潟において令和元年度敬
老会及び合同金婚式が開催されました。

　敬老会には約220名の方が出席し、盛会に行われました。
オープニングで大潟中学校吹奏楽部による演奏が披露された後、

喜寿、傘寿、米寿、卒寿を迎えられた方々に村長からお祝い金

等が贈呈されました。また、アトラクションとして中学生によ

る百姓踊りも披露され、会場の皆さんから大きな拍手が送られ

ました。

　敬老会に先立ち開催された合同金婚式では、各ご夫婦の婚姻

日に発刊された新聞がプレゼントされたほか、結婚当時の写真

をスクリーンで上映し、懐かしいお話を聞かせていただくなど、

思い出話に花が咲きました。

　賀寿・金婚を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。

　９月１日（日）、秋田県・男鹿市・大潟村の共

催による秋田県総合防災訓練が行われました。

　秋田沖を震源とするマグニチュード8.7の地震を
想定し、大潟村内では避難場所への避難訓練、バ

ケツリレー、炊き出し訓練をはじめとした各種訓

練が行われ、多くの村民が参加しました。

　過去の痛ましい災害、そして日頃の訓練の大切

さを忘れずに、いざという時の備えを日頃から家

族で話し合いましょう。

身近にあるもので担架を作り、救急搬送

３年生は中学校生活最後の演奏
演歌メドレーなどを演奏してくれました

金婚式で懐かしい写真と、思い出話 敬老会には、たくさんの方々が集まりました

多数の住民が参加したバケツリレー

訓練を振り返り、佐竹知事からの講評
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　昨年度から行っている大潟中学校デンマーク派

遣（教育交流推進事業）において、生徒８名に同

校英語教諭の伊藤あずさ先生、大潟村国際交流員

のアントン キュルブさん、大潟村教育委員会の
小林豊さんの３名の引率を加えた合計11名が当村
のホストタウン相手国であるデンマークを訪問し、

現地の中学生達との交流を行いました。

　同派遣団は８月17日に大潟村を出発し、11時間
の国際線フライトを経てデンマークに到着しまし

た。到着後はアナ・トレース・スコーレ（現地の

９年制義務教育学校）で２日間の授業参加や３日

間の同校生徒宅へのホームステイ、視察等を通じ

て教育や文化を肌で感じる交流になりました。

　同派遣団は８月24日に帰国、26日に役場を訪問
し、村長や教育長へ帰国の報告を行いました。

　同派遣団のリーダーとして団員をまとめあげた

３年生の佐藤隼太さんは、「素晴らしい経験をあ

りがとうございました。この経験を将来に活かし

ていきたいです。」と感想を述べ、団員全員の活

き活きとした表情から、今回の研修がとても充実

した経験となったことが伺えました。

　派遣団の皆さんの今後の活躍を期待しておりま

す。

　埼玉県戸田市の戸田ボートコースで開催された

第46回全日本大学ボート選手権大会（９月５日～
８日）で、富山国際大学４年生の佐伯美空さんが

女子舵手なしペアに出場し準優勝の成績をおさめ、

９月25日に大潟村役場を訪問し髙橋村長へ結果報
告を行いました。

　佐伯さんは「決勝は早稲田大学との一騎打ちと

なり、0.7秒追いつけなかったのは残念でしたが、
大学最後の大会でメダルを取ることができてうれ

しかったです。」と述べ、髙橋村長からは｢本当に

お疲れ様でした。大潟村から全国で活躍するボー

ト選手が出たことは誇りに思います。｣とねぎらい

の言葉がありました。

　９月13日（金）に、大潟中学校で開催された第

47回男鹿地区中学校防火・救急救命弁論大会で、
大潟中学校２年生の後藤茉莉花さんが最優秀賞を

受賞しました。

　後藤さんは「スター・オブ・ライフ」という題

目で、自分の体験を通じて救急救命について学ん

だことを発表し、自分たちにできること、多くの

救える命があることを訴えました。

　この度の受賞、誠におめでとうございます。

大潟中学校デンマーク派遣団帰国

佐伯美空さん（東2-5）が全日本ボートインカレで準優勝

男鹿地区中学校防火・救急救命弁論大会で
後藤茉莉花さん（西1-2）が最優秀賞を受賞しました

後藤さんの発表の様子

メダルを手に、笑顔の佐伯さん
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大潟神社例大祭

龍勢会、子どもたちによる太鼓演奏

美しく、優雅に踊る手古舞

午後からは子どもたちも神輿巡業に

今年も１位でたすきを繋ぎ、
７連覇を達成した紫組

　９月10日（火）、第41回大潟神社例大祭が行われま
した。

　今年の統前丁（東２丁目）の皆さんを中心に、神様

を乗せた神輿がお囃子とともに各住区を練り歩きまし

た。

　午後は、商店街や神社などで小学生による手古舞・

太鼓演奏、龍勢会の太鼓演奏が奉納され、沿道から大

きな拍手が送られました。

　神輿の巡業がピークを迎える夕暮れ時には、朝から

の疲れを感じさせない威勢の良いかけ声が響き渡り、

無事に五穀豊穣が祈願されました。（今月号表紙）

大潟神社奉納ちびっこ相撲大会結果
　９月10日（火）、大潟神社例大祭と合わせて、令和元年度大潟神社奉納ちびっこ相撲大会が行われまし
た。天候に恵まれ本年度は村民相撲場で開催することができ、子どもたちは元気いっぱい相撲に取り組み

ました。結果は次のとおりです。

第41回大潟村村民駅伝
ʲ೔࣌ʳ９月９日（月）

ʲࢀՃνʔϜʳ15チーム（内オープン参加５チーム）
ʲ݁Ռʳ１位：紫Ａ組（東3-2・東3-3・北2-4）
　佐野開智・佐野千彰、中原圭太、小野友義、大島翔平、本庄渉、杉森博光

　２位：ＪＡ大潟村

　３位：緑組（東2-4・2-5）
˕۠ؒ৆

　１区：三浦伸洋（緑組）２区：髙階稀代（カントリー）　

　３区：津島弘延（赤組）区間新　４区：佐々木泰知（カントリー）　
　５区：佐藤颯音（緑組）６区：本庄　渉（紫組Ａ）７区：岡田悠来（緑組）

６年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 こども園
（５歳児）

優　勝 村上 蒼空 浅野 裕祇 小日山 快凛 岩井 眞生 薄田 結 中村 龍輝 榮田 遼之介
準優勝 岩井 晴琉 門間 拓実 髙橋 塁 鈴木 香蓮 尾崎 春馬 谷口 弥比呂 池田 充毅

3　位 菅原 豪太 戸部 遥斗 藤田 琉維 森田 心花 森本 慶 鈴木 輝 伊藤 駿
髙階 稀代 勝田 一颯 中村 美結 土屋 丈 門間 千咲 桑原 桔平 村上 心寧
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おじいさん、おばあさんと玉入れ勝負!!

みんなでかけっこ!負けないぞ～!!

大 園 親 運 会潟 子 動こ ふ あど れ いも

かわいらしい猫のお医者さんが
動物たちを看病しました

中学生第１区
写真左が大潟中学校、佐藤颯音さん

ʲ։࠵೔ʳ９月１日（日）

ʲ৔ॴʳソーラースポーツライン

◎干拓駅伝
【一般・48.272km】
　優勝　大館北秋陸協A 2時間37分11秒

【高校生・48.272km】
　優勝　秋田工業高校 2時間32分17秒

【中学生・18km】
　優勝　合川中学校 1時間1分10秒
　６位　大潟中学校 1時間8分22秒
　（ 佐藤颯音、佐々木悠大、清塚玲央、佐藤隼太、
岡田悠来、田子凪斗）

◎女子ロードレース
【中学生・3km】
　優勝　津谷　咲姫（鷹巣中） 10分17秒

【一般、高校・5km】
　優勝　鈴木　絵里（能代山本陸協） 17分34秒

第51回八郎潟干拓記念駅伝競走大会・第37回秋田県女子ロードレース大会　結果

໊ۀࣄ ໿ํࣜܖ ೖࡳ೔ ཰ʢ̀ࡳΈʣམࠐ໿ֹʢ੫ܖ ʣ ໊ऀۀ

量水器（水道メーター）購入 指名競争 ８月１日 651,024円 33.33 アズビル金門（株）
北東北営業所

歩 道 改 修 工 事 指名競争 ８月21日 6,004,800円 98.41 鈴成建設（株）

公 共 下 水 道 管 渠 改 築
工 事 設 計 業 務 委 託

指名競争 ８月30日 6,156,000円 97.10 （株）遠藤設計事務所

　９月14日（土）こども園園庭において親子ふれあ
い運動会が行われました。

　かけっこや玉入れ、リレーのほか、趣向を凝らし

た親子競技が盛りだくさんでした。

　心地よい風とお天道様に恵まれ、絶好の運動会日

和となったこの日、元気いっぱいの園児たちの姿に、

家族や地域の方々は大きな声援を送っていました。

令和元年７月末までの入札結果は以下の通りです。詳しい入札結果

については、入札結果閲覧簿（ 総務企画課カウンター大潟村ホームページ  ）をご覧ください。
入札結果について

（予定価格130万円以上）
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村議会９月定例会

消防操法大会について
　去る８月24日、秋田県消防学校において開催さ

れた、秋田県消防操法大会のポンプ車操法の部に

大潟村消防団第３分団が出場しました。

　昨年、全国大会に出場した選手を２名残した新

たなチームで臨み、機敏な操作でタイムはトップ

でしたが、惜しくも第３位となりました。

　県大会に先立って開催された支部大会では、小

型ポンプ操法の部に出場した大潟村消防団第２分

団も、新たなチームで第３位と健闘しました。

　今回は両分団とも、新たなメンバー構成となっ

たことは、消防団員の資質の向上が図られている

ことでもあり、今後の活躍に期待しております。

　村民の生命と財産を守り、地域防災の要として

日夜活動されている消防団員の皆様と団員を支え

てこられたご家族の皆様、大会のためにご支援、

ご協力いただいた消防署員や議会を始めとする村

民の皆さまに心より感謝申し上げます。

防災訓練について
　村の訓練は、例年６月の第一木曜日に実施して

おりましたが、今年は秋田県と男鹿市・大潟村の

共催による「秋田県総合防災訓練」として、９月

１日、日曜日の「防災の日」に実施されました。

　まずは、防災訓練に村民のほか、多くの関係機

関・団体のご協力をいただき、感謝申し上げます。

　今回の訓練は、休日になったこともあり、こど

も園や小・中学校、事業所の協力をいただかずに

実施することとなりましたが、例年よりもかなり

多くの村民の皆さまに参加していただきました。

　今年の訓練は、午前９時15分に秋田沖を震源と

するマグニチュード8.7の地震が発生し、大潟村に

おいては震度６強の揺れが起こったとの想定で実

施したところであります。

　訓練では、全村民を対象に自分の身を守る行動

をとる「シェイクアウト訓練」や避難場所への避

難と被害状況の伝達訓練、住民参加によるバケツ

リレーや水消火器を使った初期消火訓練、西３丁

目コミュニテイ広場を中心として応急搬送訓練や

ＡＥＤ体験を含む救急講習などが行われました。

　特に、救急講習については避難訓練を終えた他

の住区からも参加していただきました。

　また、ふれあい健康館では、福祉避難所の開設

及び運営をマニュアルに基づいて実施しました。

　その他、大潟村消防団によるドローンを活用し

た水難救助訓練、赤十字奉仕団や婦人消防協力隊、

婦人会による炊き出し訓練などが行われ、男鹿地

区消防大潟分署には、初期消火訓練の指導や応急

搬送講習と救急講習での指導などご尽力いただき

ました。

　さらに、ミニ消防車「かんたくん」の乗車体験

や陸上自衛隊第21普通科連隊の協力による車両や全県大会で活躍した大潟村消防団第３分団
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装備品の展示なども実施され、親子での参加も多

数ありました。

　村では、村民の皆様が各家庭において、日頃か

ら災害時の行動や避難場所の確認、非常持出品の

準備等を心がけていただくなど、生活に密着した

情報を提供し、防災意識の啓発に努めて参ります。

男鹿地区消防一部事務組合の事案について
　平成30年３月27日に秋田市河辺豊成地区におい

て、組合が保有していた旧化学消防ポンプ自動車

からの界面活性剤を含む泡消火薬剤流出事案につ

いてであります。

　事案発生後、流出させた解体業者が回収した泡

消火薬剤の混入水、374ｔを産業廃棄物として処

分した処分費用と回収した混入水の保管タンクリ

ース費用等についての費用負担割合を弁護士を代

理人として協議を進めてまいりました。

　このたび、関係者間の費用負担割合が合意の運

びとなりましたので、ご報告申し上げます。

　今回は、この事案に関連する処分費用やリース

費用などの負担割合分と弁護士費用を含んだ負担

金の補正を計上しておりますので、ご審議の程よ

ろしくお願いいたします。

農作物の生育状況について
　水稲の作柄予想は、全体的に１穂着粒数及び穂

数とも平年並みとなっており、８月の気温及び日

照も平年を上回っていることから登熟歩合は高め

と思われます。田植えの早晩で、生育に大きな差

があることから、収穫期の見極めが難しく、村内

の平均的な収穫予想は、たつこもちが９月10日頃、

あきたこまちが９月20日頃と予想しております。

　収量は、平年並みかやや上回ると予想されます。

　南瓜は、６月から７月にかけて降雨が極端に少

なかったこと、また、高温で推移したことから平

年より収穫期が早まりました。また、高温の影響

からひび割れや日焼け果が多くなりました。

　大豆は、発芽に若干手間取ったものの、その後

の生育は順調で、平年に比べ着莢数が多く、収量

は期待できるものと思われます。

　タマネギについては、７月から８月下旬にかけ

てＪＡの集出荷施設に1,245トン搬入され、９月２

日現在の出荷数量は398トン、今後の出荷予定数

量は2.5トン、合計約400トンとなる見込みとのこ

とです。

　また、令和２年収穫に向けた播種作業が８月16
日から始まり、約80haほどの作付面積となる予定

です。

南秋地域広域マイタウンバス運行事業に
ついて
　平成23年度より路線バスの代替として運行して

まいりました大潟村マイタウンバスは、９月30
日をもって運行を終了し、これまでの路線バス八

郎潟線と大潟村マイタウンバスを集約・統合した

「南秋地域広域マイタウンバス」が、10月１日よ

り運行を開始します。

　広域マイタウンバスは、五城目町、八郎潟町、

大潟村との３町村の関係者で構成する南秋地域公

共交通活性化協議会で協議し、平成30年度に策定

した「南秋地域公共交通再編実施計画」に基づき、

事業を実施するものです。

　広域マイタウンバスでは、現在の大潟村マイタ

ウンバスの便を踏襲し、21時台を含め新たに３便

を増便します。また、五城目バスターミナル、イ

オン五城目店、県立大学、道の駅おおがたへの延

伸を行い、更なる利便性の向上を図ることとして

います。村内循環線については、１便減便し、西

回りと東回りを１便ずつ運行します。

　運賃は区域運賃制とし、乗降の範囲が２町、２

町村以内は片道200円、３町村を跨いだ場合は片

道400円となります。

　村としては、どの路線においても村民がこれま

でどおり片道100円で乗車できるよう、「大潟村

民バス乗車券」を９月より販売し、運賃助成を行

います。

　今後は、村民の皆様はじめたくさんのご利用を

いただけるよう、積極的に周知・PRを行うととも

に、利用状況等を見ながら事業を進めて参ります。

婦人会員、赤十字奉仕団、
婦人消防協力隊による炊き出しのカレー
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令和元年度大潟村一般会計補正予算案
　補正前の額 3,103,485千円
　補　正　額 8,613千円
　補正後の額 3,112,098千円
〈主な歳入〉

・前年度繰越金 7,626千円
・二酸化炭素排出抑制対策事業等補助金 9,534千円
〈主な歳出〉

・秋田県町村電算システム共同組合負担金 965千円
・脱炭素型地域づくりモデル形成事業検討業務委託料 9,535千円

݄̕ఆྫձͰՄܾ͞れͨओͳٞҊ
令和元年度大潟村介護保険事業特別会計補正予算案
　 介護報酬改定に伴うシステム改修費などを増額
しました。 補正額　87千円

令和元年度大潟村水道事業特別会計補正予算案
　消費税額及び中間納付の確定に伴い増額しました。

 補正額　1,694千円

令和元年度大潟村公共下水道事業特別会計補正予算案
　消費税額及び中間納付の確定に伴い増額しました。

 補正額　1,300千円

定住化促進住宅について
　第五期工事として２LDK・３LDKタイプの住

宅、３棟12世帯分の整備を進めており、９月上旬

より建設工事が始まっております。今後、12月・

２月・３月に入居できるよう、募集等を進めてい

く予定です。

幼児教育・保育の無償化について
　３歳から５歳までの全ての子ども及び０歳から

２歳までの村民税非課税世帯の子どもについては、

10月から保育料が無償化されることとなります。

　給食費については、ご飯等の主食費は全世帯を無

料とします。おかずである副食費は、第三子と世帯

所得に応じて無料とします。無料とならない世帯に

ついては、県と実施している「すこやか子育て支援

制度」の拡充に加え、村単独の上乗せ助成を行い半

額とするよう軽減措置を講じて参ります。

　なお、無償化されない０歳から２歳までの３号

認定については、従来どおり給食費は保育料に含

んでおり、新たな負担は発生しません。

東京オリンピック・パラリンピックにお
けるホストタウン事業について
　先月17日から８日間の日程で行われた教育交流

推進事業は、中学生８名と引率３名の計11名でデ

ンマークを訪問して来ました。現地では義務教育

学校や幼児教育施設、ホイスコーレなどで研修と

交流を行い、三泊のホームステイを経験するなど、

直接デンマークの生活文化にふれ、中学生の多感

な時期に多くの事を吸収してきました。

　参加した中学生は、大中祭で活き活きとした表

情で、充実した研修報告を全校生徒にしたところ

であります。

　次に事前キャンプの受け入れについて申し上げ

ます。

　事前キャンプまで10ヶ月を切り、その準備を鋭

意進めているところでありますが、来月中旬には

デンマークボートナショナルチームの選手・スタ

ッフ19名が来村し、ボートコースや艇庫、ホテル

等を下見のうえ、事前キャンプについてのミーテ

ィングを行う予定となっております。

　また、来年のオリンピック開催時にはオリンピ

ックの感動とデンマークチームの応援機会を創る

ため、村民を対象とした２泊３日のオリンピック

応援ツアーを旅行会社とともに企画していきたい

と考えており、関連補正予算を今定例会に上程し

ているところであります。

合同金婚式・敬老会について
　合同金婚式には４組のご夫婦が、敬老会には

200名を超える方々の出席が予定されています。

　敬老会では、アトラクションとして大潟中生徒

による吹奏楽部の演奏と百姓踊りを楽しんでいた

だき、賀寿を迎えられた方々132名へ、村よりお

祝金と記念品をお渡しし、長寿のお祝いを申し上

げることとしております。

　健康に留意して、誰もがいきいきと、いつまで

も元気で暮らせる「日本一元気な長寿村」の実現

を図って参りますので宜しくお願いいたします。
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大潟村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の利用者負担額等に関する条例案
　子ども・子育て支援法の改正による幼児教育・

保育無償化制度が10月１日から開始されることに
伴い、所要の規定を整備しました。

大潟村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例案
　子ども・子育て支援法の改正に伴い、所要の規

定を整備しました。

大潟村教育委員会委員の任命について

　　　大潟村教育委員会委員

近藤　守夫 氏
　　　任　期：令和元年９月25日から
　　　　　　　令和５年９月24日まで

݄̕ఆྫձͰՄܾ͞れͨओͳٞҊ

݄̕ఆྫձͰಉҙ͞れͨٞҊ

݄̕ఆྫձͰೝఆ͞れͨٞҊ

工事請負契約の締結について
ʲ໊ࣄ޻ʳ大潟村公共下水道管渠改築工事

ʲࣥํߦ๏ʳ条件付き一般競争入札

ʲܖ໿ֹۚʳ77,549,400円
ʲܖ໿ͷ૬खํʳ鹿島道路株式会社　大潟出張所

　　　　　　　　所長　舘岡　明

大潟村定住化促進住宅条例の一部を改正する条例案
　定住化促進住宅の増棟に伴い、新たに整備され

る２LDKタイプの居室の家賃について定めました。

大潟村農業委員会委員の任命について
大潟村教育委員会委員　※議案順

橋本　考
たか よ し

由 氏　　渡邊　琢磨 氏
田中　誠悦 氏　　佐藤　友

とも よ し

能 氏
髙橋　忠良 氏　　宮川　清子 氏
土井　博文 氏　　小林　信之 氏
工藤　猛

たけし

 氏　　　椎川　健一 氏
北條　友紀 氏　　猪股　誠　 氏
大島　和夫 氏　　　　　　　 　

　　　任　期：令和元年10月19日から
　　　　　　　令和４年10月18日まで

ฏ੒��೥౓େׁ村ࡀೖࡀग़ܾࢉೝఆʹ͍ͭͯ
　※このページに特別会計、次の見開きに一般会計の決算概要を掲載しています。

平成30年度　大潟村特別会計決算

（単位：円）

　特別会計は、水道事業や診療所運営など特別な事業を行う場合に、一般会計と切り離し、その会計ごと

の特別な歳入（例えば水道料金など）を歳出に充てる会計制度です。大潟村では７会計が設けられていま

す。平成30年度の特別会計の決算は次のとおりです。

特　別　会　計　名 歳入 歳出 差引額
診 療 所 特 別 会 計 70,383,309 67,423,096 2,960,213
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 890,070,529 848,294,768 41,775,761
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 283,133,328 270,676,454 12,456,874
介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 313,416,550 290,043,174 23,373,376
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 65,884,060 65,882,648 1,412
水 道 事 業 特 別 会 計 112,205,563 107,511,166 4,694,397
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 140,172,089 133,217,256 6,954,833
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۠ɹɹ෼ ओཁͳࡦࢪͷ಺༰ͱֹܾࢉ

૯຿෦໳

職員研修事業　　1,853千円
大潟村ふるさと会支援事業　　1,387千円
マイタウンバス運行事業　　21,018千円（うち県費5,939千円）
移住・定住促進事業　　10,645千円
地域おこし協力隊事業　　4,180千円
ポルダー婚活事業　　3,076千円
村づくり研修事業（ホストタウン）　　3,375千円
秋田県町村電算システム共同事業　　48,769千円
役場庁舎外構整備事業　　1,944千円
役場庁舎等耐震整備事業　　36,743千円（うち地方債32,900千円）

ຽੜӴੜ෦໳

地域福祉推進事業　　31,353千円（うち国庫10,500千円、県費538千円）
高齢者生きがいづくり支援事業　　5,205千円（うち県費231千円）
福祉医療費支給事業　　27,389千円（うち県費11,504千円）
がん検診事業　　9,814千円（うち国庫31千円、県費289千円、その他1,733千円）
人間ドック・脳ドック　　2,320千円
防災基盤整備事業　　11,510千円（うち地方債4,300千円）
八郎湖水質改善対策事業　　3,615千円
自然エネルギー地産地消推進事業　　352千円

˓ओཁۀࣄͱܾࢉঢ়گ

Ұൠձܭ 歳 入
（単位：円）

区　　　　分 決 算 額 区　　　　分 決 算 額

村 税 748,689,081 分担金及び負担金 40,784,546

地 方 譲 与 税 94,906,000 使用料及び手数料 63,179,806

利子割交付金 1,087,000 国 庫 支 出 金 96,443,990

配当割交付金 1,163,000 県 支 出 金 633,424,105

株式等譲渡所得割交付金 1,049,000 財 産 収 入 7,063,927

地方消費税交付金 64,541,000 寄 附 金 27,627,000

自動車取得税交付金 19,061,000 繰 入 金 421,000,000

地方特例交付金 620,000 繰 越 金 126,980,458

地 方 交 付 税 1,237,747,000 諸 収 入 42,029,598

交通安全対策特別交付金 987,000 村 債 205,100,000

合　　　計 3,833,483,511

ʲ歳ೖͷ֓ཁʳ
　平成30年度の歳入総額は38億3,348万
3,511円で、前年度と比較して8,138万
6,346円の減（2.1％減）となっていま
す。

■前年度と比較し増額になった主な項目
分担金及び負担金
 22,160千円増（119%増）
県支出金 373,346千円増（143.6%増）
寄付金 12,845千円増（86.9%増）

■前年度と比較し減額になった主な項目
財産収入  44,351千円減（86.3%減）
諸収入 80,722千円減（65.8%減）
村債 523,100千円減（71.8%減）

ฏ੒��೥౓

決算
　　 　1億2,189万　　4,217円の黒字決算

஍ํৡ༩੫・
֤छަ付金

4.8%

෼୲金及び
ෛ୲金 1.1%࢖༻ྉ及び

ख਺ྉ 1.6%

出金ࢧݿࠃ
2.5%

出金ࢧݝ
16.5%

ऩೖŋ࢈ࡒ
ෟ金ŋॾऩೖد

2.0%

繰ೖ金
11.0%

繰ӽ金
3.3%

歳ೖ決算額
38億3,348万
3,511円

ଜ੫
19.5%

஍ํަ付੫
32.3%

ଜ債
5.4%

※（　）内は、一般財源以外の財源

※説明及び各表、グラフにある係数は、原則として四捨

 ○ 10

令和元年10月号



۠ɹɹ෼ ओཁͳࡦࢪͷ಺༰ͱֹܾࢉ

೶ྛਫۀ࢈෦໳

戦略作物生産拡大事業　　19,723千円
野菜等生産振興対策事業　　6,085千円
高収益作物生産振興支援事業　整備事業　　295,277千円（うち県費295,277千円）
　　　　　　　　　　　　　　生産支援事業　　93,115千円（うち県費76,844千円）
農産物･加工品輸出促進事業　13,029千円（うち国庫6,514千円）
民産学官連携による農業振興推進事業　　10,980千円
総中内緑地整備事業　　2,722千円

঎޻෦໳ 温泉保養センター施設整備事業　　6,708千円

౔໦෦໳
橋りょう定期点検業務委託事業　　1,873千円（うち国庫1,059千円）
一級幹線排水路改修事業（社会資本）　　4,791千円（うち国庫2,494千円、地方債1,900千円）

ҭ෦໳ڭ

放課後児童クラブ事業　　696千円
潟っ子健康相談事業　　63千円
コミュニティ・スクール導入・推進事業　　103千円（うち国庫50千円）
ホストタウン推進事務事業（ホストタウン）　　3,435千円
東京オリンピック事前キャンプ受入体制整備事業　　579千円
教育交流推進事業（ホストタウン）　　5,318千円
スポーツ交流等推進事業（ホストタウン）　　2,399千円

Ұൠձܭ 歳 出
（単位：円）

ʲ歳出ͷ֓ཁʳ
　平成30年度の歳出総額は37億1,158万
9,294円で、前年度と比較して7,630万
105円の減（2％減）となっています。

■前年度と比較し増額になった主な項目
総務費 96,350千円増（16%増）
農林水産業費
 355,680千円増（76.5%増）
公債費 195,059千円増（57.8%増）

■前年度と比較し減額になった主な項目
民生費 85,629千円減（16.1%減）
教育費 619,796千円減（52.1%減）

大潟村Ұൠձܭ

報告
　　 　1億2,189万　　4,217円の黒字決算

扶助費
3.8%

公債費
14.4%補助費等

28.1%

維持補修費 1.2%

普通建設事業費
7.2%

歳出決算額
37億1,158万
9,294円

人件費
17.5%

物件費
18.1%

積立金
4.9%

投資及び
出資金・
貸付金
0.3%

繰出金
4.6%
繰出金
4.6%

災害復旧事業費
0.0%

区　　　　分 決 算 額
人件費（議員・各種委員報酬、職員給与等） 650,751,213
扶助費（福祉医療費、入浴券、児童手当等） 140,334,532
公債費（村で借り入れた地方債の償還金） 532,668,412
物件費（火災保険料、物品、修繕、委託料等） 672,590,037
維持補修費（道路や建物等の補修費用） 44,273,987
補助費等（各種補助金・負担金等） 1,044,147,531
積立金（減債基金等、基金への積み立て） 180,841,575
投資及び出資金・貸付金 10,000,000
繰出金（各種特別会計への事務費補助等） 170,585,463
普通建設事業費（橋りょう改修事業等） 265,396,544
災害復旧事業費 0

合　　　　　計 3,711,589,294

五入によるため、端数が合計と合致しないものがあります。
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東海林太郎直立不動像の立像制作にあたる彫刻家に
鎌田俊夫さんが選ばれました

「南秋地域広域マイタウンバス運行にかかる協定書」調印式が行われました

　直立不動で歌うスタイルで知られる秋田市出身の歌手、東海林太郎の立

像制作を目指して、NPO法人東海林太郎顕彰会や支援者が企画し、東海林
太郎直立不動像建立委員会が設立されました。委員会で制作するこの立像

は、東海林太郎を次世代に伝承すること、新たな観光資源創出の地域づく

りを目的に、2020年秋の完成を目指し、新しく開館する秋田県民会館に
設置する予定です。

　また、立像制作にあたり、彫刻家を県内外から募集した結果、鎌田俊夫

さん（東3-4）が選ばれました。
　鎌田さんは「嬉しいです。歴史に残る事業ですから責任を感じます。全

力を尽くし、皆さんの期待に応えます。」と力強く語りました。

　鎌田さんのこの度の選出、誠におめでとうございます。素晴らしい作品

が完成することを期待しています。

　９月26日（木）、八郎潟町えきまえ交流館はちパル
において、五城目町、八郎潟町、大潟村による「南秋

地域広域マイタウンバス運行にかかる協定書」調印式

が行われました。

　10月１日から開始となる南秋地域広域マイタウンバ
スの運行に際し、３町村で構成する南秋地域公共交通

活性化協議会において、持続可能なまちづくりの推進

とあわせ、より生活に密着した公共交通の維持に努め

るための協定を締結し、その取り組みを着実に実施す

ることとしています。

　３町村を結び、通勤や通学のほか観光施設や商業施

設への移動もできるバスとなりますので、村民の皆様

におかれましては、ぜひ積極的にご利用いただきます

ようお願いいたします。（関連記事P14・15）

　地域の方々による学校支援活動のさらなる充実と、

地域と学校の協働活動による大潟村らしい学校づく

りを目指し設立された学校運営協議会が、朝のあい

さつ運動を始めました。

　協議会では学校だけでなく地域の中でも元気なあ

いさつができる子どもたちであって欲しい、との意

見が多く出され、毎月第２月曜日の朝、委員の皆さ

んが地域の各所に立ち、登校時の安全を見守りなが

ら、あいさつ運動を実施することにしました。

　地域で子どもたちを見かけた際には、元気なあい

さつを通して、「潟っ子」の育ちを見守っていきま

しょう。

学校運営協議会が朝のあいさつ運動を始めました
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　令和元年度第10回大潟村ふるさと会の総会・懇親
会が、次のとおり開催されます。大潟村ふるさと会

は平成22年度に設立され今年で10回目を迎えまし
た。大潟村を離れ、首都圏近郊に住む大潟村出身者

や大潟村に縁のある方々の親睦と大潟村との交流を

深め、また、同級生への再会等の機会として活用し

ていただいております。

　ご家族や、友人等で東京近郊にお住まいの方がお

りましたら、ぜひ、旧交を温め、東京での新しい交

流の場としてお気軽に参加していただくようご紹介

をお願いします。

　なお、大潟村出身の学生の方は会費無料となって

おりますので、お気軽にご参加ください。

ʲظ೔ʳ10月19日(土)
ʲؒ࣌ʳ総会15:30～
　　　　記念事業17:00～
　　　　懇親会18:00～
ʲձ৔ʳホテルイースト21東京
　　　　（東京都江東区東陽6-3-3）
ʲձඅʳ3,000円
（ご夫婦での参加の場合5,000円、小学生から高校
生までお一人1,000円）
ʲ໰߹ͤʳ総務企画課　45-2111

　大潟村では県と連携して、県外に住む学生や社会人

の方々の秋田での就職や定住をサポートする「あきた

回帰キャンペーン」を年間を通じて展開しています。

　ご家族が帰省する機会に「秋田に戻ってこない？」

と呼びかけてみませんか。

　秋田を離れて暮らすお子さんやお知り合いで「そろ

そろ秋田に帰ろうかな」「秋田に住んでみたい」とい

う方がいらっしゃいましたら、是非、次の相談窓口を

紹介してください。

ʲ໰߹ͤʳ総務企画課　☎45-2111

　移住定住促進の一環として、中央３番地の賃貸住

宅への入居者を募集します。希望される方は次の事

項を確認のうえ、ご応募ください。

ʲืूؒظʳ10月１日（火）～10月15日（火）
ʲೖࣨډλΠϓٴͼށ਺ʳ

３LDK　１戸募集（駐車台数２台）
※入居は２名以上であること

ʲೖ֨ࢿډʳ

① 現在村外に住所を有し，大潟村の住民となり居住
する方(注）

② 現在大潟村に住所を有し、村内に勤務されている
勤労者の方

③現在大潟村に住所を有し、住居を探している方

ʲՈ௞ʳ月額32,000円～56,000円
　　　　家賃は毎年世帯の所得に応じて決定されます。

ʲೖډ։࢝೔ʳ11月１日（金）（予定）
ʲͦͷଞʳ

　・ 申込書は大潟村のホームページよりダウンロー
ドしていただくか役場総務企画課で配布してお

ります。

　・ 入居者の選考は、入居資格の番号順に優先順位
とします。

　・ 申込みの際に入居者全員の住民票、当該年度の
所得証明書等を添付していただきます。

注： 募集開始（10月1日）を基準日として３ヶ月以
上村外に住所を有していること

ʲਃࠐŋ໰߹ͤʳ総務企画課　☎45-2111

大

あ

中

潟村ふるさと会総会･懇親会開催のお知らせ

きた回帰キャンペーン展開中！

央３番地定住化促進住宅入居者募集について
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南秋地域広域マイタウンバスに ついてのお知らせ
　大潟村マイタウンバスは９月末をもって運行を終了し、10月１日からは、路線バス八郎潟線と統合した
「南秋地域広域マイタウンバス」として運行を開始しています。

　この広域マイタウンバスは、五城目町・八郎潟町・大潟村を結び、通勤や通学のほか観光施設や商業施

設への移動にもご利用いただけます。

●普通運賃
・大潟村内～八郎潟町内の移動 …………… 200円
・五城目町内～八郎潟町内の移動………… 200円
・大潟村内～五城目町内の移動 …………… 400円
・各町村内の移動…………………………… 200円

●小児運賃
　小学生は普通運賃の半額、乳幼児は無料です。

●大潟村の村内循環線は１乗車200円です。
●障がい者は普通運賃の半額、小児障がい者は小児運賃の半額です。

● 第１種身体障害者手帳、療育手帳Ａ、12歳未満の第２種身体障害者手帳及び12歳未満の療育手帳Ｂ所持
者の介護者については、１人まで普通運賃の半額です。

運行経路（全体図）

八郎潟町役場八郎潟町役場

大潟村役場大潟村役場

五城目町役場五城目町役場

ホテルサンルーラル大潟前ホテルサンルーラル大潟前

八郎潟駅前八郎潟駅前
湖東厚生病院前湖東厚生病院前

五城目高校前五城目高校前

イオン五城目店西口イオン五城目店西口

五
城
目
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

五
城
目
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

道
の
駅
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お
が
た
前
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学
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県
立
大
学
前

秋
田
自
動
車
道

秋
田
自
動
車
道

奥
羽
本
線

奥
羽
本
線

7

7

298

298

42

大潟五城目線
大潟八郎潟線
八郎潟五城目線

　訂正とお詫び
　※ 広報おおがた９月号８ページ「南秋地域広域マイタウンバスについてのお知らせ」の普通運賃の記
載に誤りがございました。訂正してお詫び申し上げます。

　（正）大潟村内～八郎潟町内の移動･･･200円　（誤）大潟村内～八郎潟町内の移動･･･400円
　　　　大潟村内～五城目町内の移動･･･400円　　　　大潟村内～五城目町内の移動･･･200円

���ԁ���ԁ

���ԁ���ԁ

���ԁ���ԁ

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
前

五
城
目
高
校
前

イ
オ
ン
五
城
目
店
西
口

五
城
目
町
役
場
前

五
城
目
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
前

道
の
駅
お
お
が
た
前

秋
田
県
立
大
学
前

八
郎
潟
町
役
場
前

八
郎
潟
駅
前

一
日
市
十
字
路

湖
東
厚
生
病
院
前

 ○ 14



南秋地域広域マイタウンバスに ついてのお知らせ ʲ໰߹ͤʳ
　総務企画課　☎45-2111

中学校グラウンド前中学校グラウンド前

ホテルサン
ルーラル
大潟前

ホテルサン
ルーラル
大潟前

ふれあい
健康館
ふれあい
健康館

大潟西線
（西回り）
大潟西線
（西回り）

大潟・
湖東病院線
大潟・
湖東病院線

発発

大潟東線
（東回り）
大潟東線
（東回り）

着着
発発

西二丁目西二丁目

JA大潟村前JA大潟村前

生態系公園前生態系公園前

産直センター前産直センター前

秋田県立大学前秋田県立大学前

村から発車する朝１便目は、道
の駅おおがた前、秋田県立大学
前を通らず、生態系公園前から
八郎潟駅方面に直接向かうルー
トとなります。

村内路線図村内路線図

　大潟村民に限り、これまで同様、どの路線も片道100円で乗車が
できるよう、乗車券を販売しています。券の種類及び金額は次の

とおりです。

ʲൢച৔ॴʳ役場総務企画課窓口

　※ 購入の際は、本人確認ができるもの（運転免許証、マイナン
バーカード、健康保険証等）をお持ちください。（ご家族の

分の購入も可能です。ただし、利用する方の本人確認書類が

必要です。）

　住民生活課では、10月１日以降も引き続き「高齢者等バス利用支援事業」を実施しますので、現在「村
内無料定期券」をお持ちの方は、大潟村内の区間に限り、これまでと同様に無料でご利用いただけます。

　ただし、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳及び療育手帳の交付をうけている方で「村内無料定

期券」をお持ちの方は、新たに「大潟村民バス乗車券」を無料で交付しますので、役場総務企画課窓口ま

でお越しください。

ʲऀྸߴ౳όεར༻ࢧԉۀࣄͷର৅ͱͳΔํʳ

・満75歳以上の方（誕生日から対象となります。）
・運転免許を自主返納し、運転経歴証明書をお持ちの方

大潟村民バス乗車券

「大潟村民バス乗車券」を販売中です

「高齢者等バス利用支援事業」も継続して実施します

　　１冊に10枚乗車券がついていて、どちらも１冊1,000円です。
　※何冊でも購入可能です。

　※本人以外は利用できません。

　※200円区間で400円区間券、400円区間で200円区間券は使用できません。

※ 現金１００円での乗車はできません。乗車券がない場合は、通常運賃の支払いとなりますので、ご
注意ください。
※ 大潟村民バス乗車券を使用すると、障がい者、介護者、小児障がい者は無料、それ以外の利用者は
一律片道100円となります。
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ʲܗ༺ޏଶʳ非常勤職員（週５日程度勤務）
ʲؒظ༺ޏʳ任用日～令和２年３月31日（更新有）
ʲۈ຿ؒ࣌ʳ8:30～16:30の原則７時間（休憩１時間）
　　　　　　※勤務日数・時間については応相談
ʲۈ�຿಺༰ʳ事務補助（パソコンの操作が可能な
方）、電話対応等
ʲใुʳ時給800円　
ʲืूਓ਺ʳ若干名
ʲड֨ࢿݧʳ次に掲げる手帳等の交付を受けている者
　※ 下記の手帳等は受験申込日及び受験当日におい
て有効であることが必要です。

ア 　身体障害者手帳又は都道府県知事の定める医師
（以下「指定医」という。）若しくは産業医によ
る障害者の雇用の促進等に関する法律別表に掲

げる身体障害を有する旨の診断書･意見書（心臓、
じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸、小腸、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫又は肝臓の機能
の障害については、指定医によるものに限る。）
イ 　都道府県知事若しくは政令指定都市市長が交付
する療育手帳又は児童相談所、知的障害者更生相
談所、精神保健福祉センター、精神保健指定医若
しくは障害者職業センターによる知的障害者であ
ることの判定書
ウ　精神障害者保健福祉手帳
ʲબํߟ๏ʳ面接試験
ʲਃํࠐ๏ʳ顔写真を貼った履歴書
　　　　　　を提出
ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳ総務企画課　☎45-2111

　これまでの交通指導車に変わり、秋田県市町村総合
事務組合からから寄贈された車両が、新しい青色回転
灯パトロール車として配備されました。
　今度の交通指導車は環境にやさしい電気自動車です。

障

交

がい者を対象とした非常勤職員 募集のお知らせ

通指導車が新しくなりました

　大潟村では移住希望者に空き家等の紹介を行うた
め、空き家バンクを設置しております。使用してい
ない住宅等を売却したい方や貸付したい方で、空き

家バンクへの登録をしていただける方は、総
務企画課まで情報提供をお願いいたします。
ʲ໰߹ͤʳ総務企画課　☎45-2111

空き家情報の提供のお願い

　今年２回目の健康ウォーキングは、岩手県平泉町
で実施します。ウォーキングにより世界遺産に登録
された文化遺産を巡ることで、人と人とのふれあい
と心と体の健康づくりをしましょう。皆様、ぜひご
参加ください。
ʲ೔࣌ʳ11月４日（月、振替休日）6:30～17:30
　6:30　村民体育館　集合出発
　9:30～14:30　 岩手県平泉町をウォーキング（途

中、休憩・自由昼食）
　17:30　大潟村　着
ʲ৔ॴʳ岩手県平泉町　中尊寺・毛越寺
ʲର৅ʳ村民、スポーレおおがた会員

ʲఆһʳ50名
ʲࢀՃඅʳ1,200円（拝観料）
ʲͪ࣋෺ʳ昼食（外食可）、おやつ、飲物、雨具等
ʲओ࠵ʳ大潟村国民健康保険、スポーレおおがた
ʲਃࠐΈక੾ʳ10月28日（月）まで
ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳ
　スポーレおおがた　☎090-4042-0799
　住民生活課　☎45-2114

健康ウォーキングin岩手県平泉町　～中尊寺・毛越寺～

　スポーレおおがた　☎090-4042-0799
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　消費税率の引上げが家計に与える影響を緩和する

とともに、地域の消費を下支えするためにプレミア

ム付商品券を販売します。

ʲର৅ऀʳ

①非課税者分

　 2019年度分の住民税（均等割）が課税されてい
ない方。

　ただし、下記に該当する方は除きます。

・住民税が課税されている方に扶養されている方

　（生計を一にする配偶者、扶養親族等）

・生活保護の受給者

・その他、特定の公的支援を受けている方

②子育て世帯分

　 2016年４月２日から2019年９月30日までに生ま
れたお子さまがいる世帯の世帯主

ʲߪೖݶ౓ֹʳ

　非課税者分

　券面額25,000円（販売額20,000円）
　子育て世帯分

　券面額25,000円（販売額20,000円）×対象児の数
※販売単位は、券面額5,000円（販売額4,000円）です。
※一枚あたりの額面は、500円です。
ʲ࢖༻ళฮʳ

　プレミアム付商品券の取扱いに同意した村内事業者

※使用可能事業者については、随時募集しております。

　希望する村内事業者の方は、お問い合わせください。

ʲؒظ༺࢖ʳ10月１日から令和２年３月31日まで
ʲͦͷଞʳ申請から使用までの流れ

（１）申請する（非課税者分のみ）

・申請期間　９月中旬から12月30日まで
・ 対象者には大潟村住民生活課より９月中に申請書
が送られています。

※子育て世帯分については申請不要です。

（２）商品券の購入引換券が届く

・ 非課税者分については、申請書に記載の住所に購
入引換券が届きます。

・ 子育て世帯分については、世帯主に購入引換券が
届きます。

（３）商品券を購入する

・購入場所

　大潟村役場住民生活課もしくは、大潟郵便局

・必要なもの

　購入引換券、本人確認書類（運転免許証など）、現金

・購入可能期間

　10月１日から令和２年２月28日まで
（４）商品券を使用する

ʲ໰߹ͤʳ住民生活課

　　　　　☎45-2114

プレミアム付商品券を販売します

　里親制度についての理解を深め、新たな里親を開

拓することを目的に以下のとおり、里親制度地域セ

ミナーを開催しますので、興味のある方はぜひご参

加ください。

ʲ೔࣌ʳ10月15日（火）13:30～16:00
ʲ৔ॴʳ潟上市役所４階　大会議室

ʲ�಺༰ʳ里親制度と里親関係機関、秋田県の里親の
現状、児童虐待防止などについて

ʲ�ର৅ऀʳ潟上市・五城目町・八郎潟町・井川町・
大潟村にお住まいの里親制度に関心のある方

ʲओ࠵ʳ秋田県

ʲਃࠐŋ໰߹ͤʳ住民生活課　☎45-2114
※10月９日(水)までにお申し込みください。

令和元年度秋田県里親制度潟上市地域セミナーの開催について

　村民の健康保持と福祉の増進に寄与するため、は

り、きゅう、マッサージ助成事業を行っております。

　ご希望の方は、印鑑を持参のうえ、住民生活課窓

口で申請してください。

ʲର৅ऀʳ大潟村に住む65歳以上の方
ʲ�ॿ੒ͷ಺༰ʳ施術1回につき1,000円の受療券を
12枚発行

ʲ༗ޮؒظʳ令和２年３月31日
ʲ�ͦ ͷଞʳ受療券は、医療保険給付と併用して使う
ことはできません。また、指定された機関での施

術のみ対象になります。

ʲ໰߹ͤʳ住民生活課　☎45-2114

はり、きゅう、マッサージの助成が受けられます
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◎乳児相談
ʲ೔࣌ʳ10月３日（木）11:00～

ʲձ৔ʳ保健センター

ʲର৅ʳR1.8月生の乳児

◎1歳6ヵ月児健診･3歳児健診
ʲ೔࣌ʳ10月３日（木）13:00～

ʲձ৔ʳ保健センター

ʲର৅ʳ１歳６ヵ月児（H29.12～H30.1月生）

　　　　３歳児（H27.12～H28.1月生）

◎『ちょこっと』での血圧測定
ʲ೔࣌ʳ10月２日(水)、11日（金）

　　　　10:00～11:30

ʲձ৔ʳちょこっと

◎専門医による「心の健康相談日」
10月９日（水）、23日（水）13:30～15:00

　　　会場：秋田地域振興局福祉環境部

10月15日（火）13:30～15:00

　　　会場：男鹿市保健福祉センター

※ 相談の予約は、相談日の前日12時までにお願

いします。

※ご家族の方の相談もお受けしています。

ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳ秋田地域振興局福祉環境部

企画福祉課　調整・障害者班　☎ 018-855-5171

◎健康相談
　次のほか、保健センター来所者の相談も随時

受け付けています。

ʲ೔࣌ʳ10月15日（火）9:30～11:00

　　　　10月16日（水）13:00～16:00

　栄養相談もできます。

ʲձ৔ʳ保健センター

อ݈ηϯλʔ

ࣄߦͷ݄ࠓ

ॅຽੜ׆՝͔Βͷ͓஌Βͤ อ݈ηϯλʔ�ὸ�������ʗ'"9��������

˞�݈ ਍ର৅ऀʹ
͸ݸผʹ௨஌
͍ͯ͠·͢ɻ

ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳอ݈ηϯλʔ�ὸ��������ʗ'"9��������

　村では、がんの早期発見・早期治療のため、がん検診受診率向上を目指しております。今年度も、秋田

県総合保健事業団と協力し、下記の日程で「がん検診受診のお勧め」の電話をおかけします。

◎ 10月７日（月）～11日（金）に対象の方に電
話をします

ʲର৅ʳ

　①過去３カ年村の大腸がん

　　検診を受けていない方

　②がん検診無料対象の方

ʲి࿩ͷ಺༰ʳ

　各種がん検診の受診勧奨

◎ 11月25日（月）～26日（火）に対象の方に電
話をします

ʲର৅ʳ

　 村の総合検診において、大腸がん検診の申込み
をしていたが、検診を受けなかった方

ʲి࿩ͷ಺༰ʳ

　大腸がん追加検診の案内

　※大腸がん検診の追加検診日

　　12月9日（月）、10日（火）

秋田県総合保健事業団　☎018-884-5531
「がん検診コールリコールセンター」よりお電話があります。

電話をかける時間帯　8:30～19:30

コール･リコール事業（電話による受診勧奨）を行います
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　特定健診は、メタボをはじめとする生活習慣病を早期に発見する絶好の機会です。

毎年、健診を受診して、あなたの健康づくりに役立てましょう。

ʲ೔ఔʳ

݄ɹ೔ ର৅ॅ۠

10月23日（水） 75歳以上の方・障がいのある方
24日（木） 東3-1、東3-2、東3-3
25日（金） 東2-4、東2-5、東2-6、東3-4、中央
28日（月） 西1-1、西1-2、西1-4、西2-1
29日（火） 西2-2、西2-3、西2-4、西3-1、北1丁目
30日（水） 西3-2、西3-4、東2-1、東2-3、北2-4

※子宮がん検診、乳がん検診は24日（木）～30日（水）となります。
　指定された日で都合が悪い場合は、６日間のなかで都合の良い時においでください。

ʲର৅ɾྉۚʳ

਍߲໨ݕ ର৅೥ྸ ਍ྉۚݕ ड෇ؒ࣌

特定健診 40～74歳で大潟村の国保加入者 無料

6:00
～

9:00

後期高齢者健診 75歳以上 無料

基本健診 39歳以下 1,000円
大腸がん検診 30歳以上 500円
胃がん検診 30歳以上 900円

肺がん等検診 40歳以上
レントゲン 400円
喀痰 600円

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円

肝炎ウイルス検診
40歳の方、41歳以上で今まで一度も
受けたことのない方

無料

子宮がん検診 20歳以上の女性 1,800円

12:30
～

13:30
乳がん検診

40歳以上で昨年乳がん検診を受けて
いない女性※希望者は毎年受けるこ
とができます。

マンモグラフィ
一方向（50歳以上）

1,000円

マンモグラフィ
二方向（40歳代）

1,600円

　◎ 村は国民健康保険の保険者として、国保の被保険者の40～74歳の方を対象に特定健診を実施します。
国の医療制度改革により、平成20年度から保険や健康保険組合などの医療保険者に40歳以上の被保険
者に対する内臓脂肪型肥満に着目した「特定健診・特定保健指導」の実施が義務づけられています。

　 ・39歳以下の方については、ご加入する医療保険に関わらず、村の健診を受けることができます。
　 ・ 国保以外の医療保険の被扶養者の方については、医療保険者が発行する「特定健診受診券」を持参す

れば、村で実施する健診を受けることができます。

　◎検診の申込をしていなくて、受けたい場合は当日でも受付できます。

ʲૈࠎᱷ঱ݕ਍ʳ

݄ɹ೔ ର৅೥ྸ ਍ྉۚݕ ͦͷଞ

11月13日（水）～14日（木） 35歳～70歳の女性 600円
詳細については、申込者に
後日通知いたします。

ʲ໰߹ͤʳ保健センター　☎45-2613

総合検診のお知らせ

会場：保健センター

　特定健診は、メタボをはじめとする生活習慣病を早期に発見する絶好の機会です。
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　10月１日からインフルエンザワクチンの接種が開
始されています。

　流行する前にワクチンを接種しましょう。

ʲ઀छؒظʳ

　10月１日～令和２年２月29日
ʲॿ੒੍౓ʳ

　大潟村では、インフルエンザ予防接種を希望され

る方の費用負担を軽減するために、右表のように助

成します。

　医療機関によって接種料金が異なります。各自
医療機関にご確認のうえ接種してください。なお、
診療所の接種料金は2,500円になります。

　はがきでの個別通知は行いませんので、各自医
療機関にご予約のうえ接種してください。

ରɹ৅ ิॿֹ

生後６ヵ月～中学３年生
１回につき2,500円
（13歳未満は２回接種）

65歳以上の方 １回1,500円

障がいのある方
全額
（13歳未満は２回接種）

高校生～64歳以上の方で村
診療所で接種する方
※ 診療所で接種する場合
のみ助成

１回1,500円
（自己負担：1,000円）

ʲ໰߹ͤʳ保健センター　☎45-2613

令和元年度季節性インフルエンザ予防接種（ワクチン接種）について

　今年もインフルエンザ予防接種の時期が近づいて

きました。

　昨年度までは、インフルエンザ予防接種について

時間を定めず診療時間内に行っておりましたが、混

雑を避けるため今年度から接種日・時間帯を設けま

した。

ʲ઀छؒظʳ10月21日（月）～12月30日（月）
ʲ઀छ೔ʳ月曜日・火曜日・木曜日

ʲ઀छؒ࣌ʳ10:30～11:30
ʲ઀छ೥ྸʳ３歳～

①上記の時間は、予約なしで受け付けております。

② 定期的に通院している方も上記の時間での接種に
ご協力ください。

③ 時間内での接種が困難な場合は、お問い合わせく
ださい。

④ 企業・事業所単位での接種希望については、事前
にご相談ください。

※ こども園の３歳児・４歳児・５歳児と小学生・中
学生については、保健センターの場所をかり、時

間帯を決めて集団接種を実施

します。対象の方は、集団で

の接種にご協力ください。

診療所でのインフルエンザ予防接種について

■＝予防接種日　★＝子どもの集団接種日

ʲ໰߹ͤʳ大潟村診療所　☎45-2333　FAX45-3030
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◎転倒予防教室「元気！はつらつ教室」
　転倒などによる寝たきりを予防し、自分らし

い生活が送れるように、運動を通して筋力の維

持、向上をはかります。

ʲ։࠵೔ʳ10月９日・16日・30日（全て水曜）
ʲؒ࣌ʳ13:30～15:00
ʲձ৔ʳふれあい健康館

ʲର৅ʳおおむね65歳以上　※申込みは不要です。

◎地域交流サロン
　「遊び体操」など高齢者にあったプログラムや

お喋りをしながら、自立した生活を目指します。

ʲ։࠵೔ʳ11月７日（木）
ʲؒ࣌ʳ10:00～
ʲձ৔ʳふれあい健康館

ʲඅ༻ʳ500円（昼食代）
ʲਃࠐʳ３日前までに電話でお申し込みください。

◎認知症予防教室「脳いきいき教室」
　いきいきとした自分らしい生活を送るため、

体を動かしながら、脳をきたえます。

ʲ։࠵೔ʳ10月17日、11月７日（全て木曜）
ʲؒ࣌ʳ13:30～15:00
ʲձ৔ʳふれあい健康館

ʲ�ର৅ʳ物忘れが気になる方、認知症予防に興
味のある方　※申込み不要です。

◎「認知症になっても大潟村で暮らすためのカフェ」
　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方

を支えたい方が集まってお茶を飲みながら交流

し、語り合う場です。どなたでもご参加いただ

けます。

ʲ։ళ೔ʳ10月31日（木）
ʲؒ࣌ʳ9:30～11:30
ʲձ৔ʳふれあい健康館

◎血圧測定・健康相談
ʲ։࠵೔ʳ11月６日（水）
ʲؒ࣌ʳ9:40～
ʲձ৔ʳふれあい健康館

ʲର৅ʳおおむね65歳以上

ʲ໰߹ͤʳ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔɹὸ��������ɹ'"9��������

ॅຽੜ׆՝͔Βͷ͓஌Βͤ ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ�ὸ�������ʗ'"9��������
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　秋田県では、10月に里親登録を希望する方への研
修を行います。里親に興味のある方は、役場住民生

活課又は秋田県中央児童相談所にお問い合わせくだ

さい。

ʲ໰߹ͤʳ住民生活課　☎45-2114
秋田県中央児童相談所　☎018-862-7311

 ｢里親」登録者を募集します

ઃ՝͔Βͷ͓஌Βͤݐۀ࢈ ��������ઃ՝�ὸ�������ʗ'"9ݐۀ࢈

　村内の若手農業者を対象に、課題解決のため自ら
テーマを設定して行う研修事業に要する経費の一部
を助成します。
ʲର৅ऀʳ
①村内に居住する45歳以下の農業者
② 実施する研修事業に対し他の補助金の交付を受け
ていない者
ʲର৅ۀࣄඅʳ①旅費　②受講料
ʲॿ੒཰ʳ税抜事業費の1/3以内（上限100千円）
 　但し、複数名で研修を行う場合、補助対象者を４
人までとし、補助合計金額の上限を100千円とする。
ʲෆަ෇߲ࣄʳ
①研修内容が視察及び見学のみの場合
② 実績報告書に研修の様子がわかる写真を添付しな
かった場合
③ その他、産業建設課で交付が適当ではないと判断
した場合

ʲݚमྫʳ
・ 新たな技術を習得するための先進地視察、先進農
家との情報交換
・国内外のマーケット市場の視察、農場戸別訪問
・ 食品加工施設の見学（６次産業化）、直売所との
意見交換
・ 経営マネジメント研修、農産物利活用研修、
G-GAP研修会
　事業実施を希望される方は事前に申請が必要です
ので、産業建設課までご連絡ください。
ʲ໰߹ͤʳ産業建設課
　　　　　☎45-3653

農業研修支援事業について

　村では、育苗団地、園芸団地等の村内農業生産基盤のフル活用を推進し、水稲と高収益作物との複合経
営の確立による農業所得の向上を図り、時代の変化に対応しうる農業経営体を育成することを目的に、標
記補助事業を下記内容で実施しておりますので、該当される方はご活用ください。

◎種苗費助成
ʲର৅ܦඅʳ種苗費
ʲର৅ऀʳ野菜・花き等を生産し販売する農家
ʲ�ର৅۠Ҭʳ村内に属する育苗団地、園芸団地、
水田
ʲิॿ཰ʳ
　ａ） 南瓜・玉ねぎ・メロン・ニンニクについて

は種苗費の1/2以内
　ｂ）その他野菜等については種苗費の1/3以内
ʲͦͷଞʳ
　１経営体あたりの補助金上限額は30万円
ʲఴ෇ॻྨʳ
　種苗の購入伝票、生産した野菜等の販売伝票

◎加温用燃料費助成
ʲ�ର৅ܦඅʳ当該年度に生産する作物栽培のため
に購入した加温用燃料代

ʲର৅ऀʳ野菜・花き類を生産し販売する農家

ʲ�ର৅۠Ҭʳ村内に属する育苗団地、園芸団地、
水田のハウス

ʲิॿ཰ʳ1/4以内（上限20万円）
ʲ�ఴ෇ॻྨʳ
　 12月～翌３月までの燃料購入伝票、生産した野
菜等の販売伝票

※ いずれの助成についても、必要書類はすべてコピーとし、品目等内容がわかるよう整理して提出してく
ださい。
　事業の詳細やご不明な点などがありましたら、産業建設課までご連絡ください。
ʲ໰߹ͤʳ産業建設課　☎45-3653

野菜等生産振興対策事業について
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　八郎湖クリーンセンターから「可燃ごみの中にス

プレー缶や金属類などの不燃物等の混入事例が増え

ている」と報告がありました。可燃ごみの中に不燃

物が混入すると、焼却炉の損傷や機械設備の故障の

原因となることがあります。可燃ごみか不燃ごみか、

判断に迷った際は不燃ごみとして排出して下さい。

　また、自分の排出するごみに責任を持ってもらう

ためにも、ごみ袋には名前を書いていただくようお

願いします。

ʲ໰߹ͤʳ環境エネルギー室　☎45-2115

　台所ごみの減量化に効果がある生ごみ処理機に興

味はあるが、それなりの出費が伴うため、購入に踏

み切ることができない、という意見がありました。

　そこで、村では購入をご検討中の方に生ごみ処理

機を貸し出す事業を行っています。

　また、生ごみ処理機の購入に対しての助成も行っ

ていますので、興味のある方は、環境エネルギー室

までご連絡ください。

ʲିग़ػछʳ

①２～６人用（パナソニック社製）

②１～４人用（島産業社製）

ʲਃ֨ࢿࠐʳ村内在住かつ村内で使用する方。

ʲିग़ؒظʳ１カ月

ʲିग़৚݅ʳ使用した感想をアンケートで報告。

ʲਃࠐŋ໰߹ͤʳ環境エネルギー室　☎45-2115

ご

生

みの分別収集にご協力をお願いします

ごみ処理機のモニターを募集します
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　10月１日より消費税率が10％に引き上げられます。
　ただし、経過措置により、９月30日以前（10月
１日前）から継続して上下水道をご利用の方は、令

和元年10月１日以降の最初の検針分に限り８％の消
費税率が適用されます。（11月検針分から消費税率
10％となります。）

※ご注意※

　上下水道の使用開始日が令和元年10月１日以降の
方は、10月検針分より10％の消費税率が適用され
ます。

ʲ໰߹ͤʳ産業建設課　☎45-3653

ʲืूށ਺ʳ４戸（北１丁目）　ʲՈ௞ʳ22,000円／月
ʲืूؒظʳ10月７日（月）～18日（金）
ʲೖډ৚݅ʳ① １ヶ月あたりの所得が15万８千円以上48万７千円

以下

　　　　　　②村内に現に居住し若しくは勤務する場所を有する者

　　　　　　※ 正社員等で、今後、所得の上昇が見込まれる方は15
万８千円以下であっても入居することができます。

ʲ໰߹ͤʳ産業建設課　☎45-3653

上

特

下水道料金の消費税率が上がります

定公共賃貸住宅（独身用）入居者募集

ઃ՝͔Βͷ͓஌Βͤݐۀ࢈ ��������ઃ՝�ὸ�������ʗ'"9ݐۀ࢈

空き缶やスプレー缶など
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　村では、環境の保全及び創造に関する基本的事項

を調査審議するため、大潟村環境審議会を設置して

います。村民に寄り添った環境行政を行っていくた

めに、村民委員を公募します。

ʲืूਓ਺ʳ若干名

ʲԠืड෇ؒظʳ10月４日（金）～10月15日（火）
ʲԠื֨ࢿʳ次の全ての項目に該当する方

①村内に居住する方

②任期期間、委員を務めることができる方

③環境審議会へ出席（年１回～２回程度）できる方

④ 大潟村の環境行政に関心があり、建設的かつ具体
的な意見がある方

ʲ೚ظʳ令和元年度から令和２年度

ʲ�Ԡืํ๏ʳ環境エネルギー室まで直接ご連絡くだ
さい

　※応募者多数の場合は選考により決定いたします。

ʲ໰߹ͤʳ環境エネルギー室　☎45-2115

大潟村環境審議会委員を募集します

ҭҕһձ͔Βͷ͓஌Βͤڭ ��������୓ത෺ؗ�ὸ�������ʗ'"9ׯ

　男鹿半島と大潟の海・山・潟・大地、男鹿半島・

大潟ジオパークに関わる皆様の作品を展示します。

写真や絵本など、作品ジャンルを絞らない特別展示

ですので、色々な作品が楽しめます。是非、御覧く

ださい。

ʲ೔࣌ʳ10月７日（月）～11月11日（月）
ʲ৔ॴʳ大潟村干拓博物館　企画展示室

ʲ໰߹ͤʳ干拓博物館　☎22-4113

男鹿半島・大潟　海、山、潟、大地　ジオの展覧会を開催します

　稲わら焼き・もみ殻焼きは県条例で原則禁止され

ています。

　特に、周辺に影響の出やすい10月１日から11月
10日までの間は全面的に禁止されています。
　稲わら焼き等で発生する煙が、道路での視界不良

や体調不良の原因となることがあります。これらを

未然に防ぐためにも、周囲の空気を汚さない優しい

お米作りを心がけましょう。

ʲ໰߹ͤʳ環境エネルギー室　☎45-2115
　　　　　秋田県生活環境部　環境管理課

　　　　　大気･水質班　☎018-860-1603

稲わら･もみ殻の焼却をやめましょう
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　株式会社エムウインズ八竜（代表取締役：高橋恵

一）が計画している風力発電所更新計画に関して、

「計画段階環境配慮書」を以下の通り縦覧いたします。

ʲॎཡॻྨʳ

（仮称）八竜風力発電所更新計画に係る計画段階環

境配慮書

ʲୈҰछൃిۀࣄͷ໊শʳ

（仮称）八竜風力発電所更新計画

　種類　風力（陸上）

　規模　出力　最大36,000kW
　　　　　　　（風力発電機基数：最大12基）
ʲࢪ࣮ۀࣄ૝ఆ۠Ҭʳ

　秋田県山本郡三種町及び男鹿市地内

ʲॎཡ৔ॴʳ大潟村役場

　（本庁舎１階環境エネルギー室カウンター）

ʲॎཡؒظʳ10月４日（金）～11月５日（火）
　　　　　　平日の8:30～17:15
　※電子版　https://www.meidensha.co.jp/win/
ʲҙݟॻͷఏग़ʳ

　 　ご意見をお持ちの方は備え付けの意見書箱にご
投函いただくか、問い合わせ先へ郵送ください

（11月５日（火）まで。郵送は当日消印有効）。
ʲ໰߹ͤʳ

〒141－6029
東京都品川区大崎二丁目1番1号ThinkPark Tower
　株式会社エムウインズ八竜　担当：波木井、田中

　☎03-6420-8507

 ｢（仮称）八竜風力発電所更新計画に係る計画段階環境配慮書」の縦覧について
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　子育て支援センターでは、子どもはもちろん、大

人も楽しいと感じるような、明るく開放された遊び

の場を充実させています。その中で、うれしい経験、

楽しい経験を積み重ねながら、子どもの成長を共に

喜び、子育てのサポートをしていけるように育児相

談やイベント情報の提供も行っています。

　子育てをとおして、友達の輪や、地域とのつなが

りを広げてみませんか？

ʲར༻ؒ࣌ʳ月曜日～金曜日

 9:30～12:00／13:00～15:30
 ※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

ʲར༻ྉʳ無料

ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳ

ɹ子育て支援センター（こども園内）☎ 45-2345

笑顔いっぱい！子育て応援します！　子育て支援センター♪

ʲ��ɾ��݄ͷ͘͞ΒΜ΅Ϋϥϒʳ
ɹ�ɹ子育て支援センターのイベント「さくらんぼ
クラブ」では、毎月楽しい行事を計画していま

す。お友達を誘ってぜひ遊びに来てください♪

˔ʰࣗવͱͳ͔Α͠ʂʱ

　《日時》10月18日（金）10:00～11:00
　《会場》子育て支援センター・テラス・

　　　　　大潟こども園ミニ園庭

　 　身近な秋の自然に触れて一緒に遊びまし
ょう！

※ ベビーカー使用も可能です。子どもに合わ
せて必要な物は持参ください。

ҭҕһձ͔Βͷ͓஌Βͤڭ ��������ԉηϯλʔʢ͜Ͳ΋Ԃ಺ʣὸ��������ʗ'"9ࢧҭͯࢠ

９月14日（土）親子ふれあい運動会
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ᶺ λΠτϧ ஶऀ ᶺ λΠτϧ ஶऀ

1 アウシュビッツの歯科医
ベンジャミン ･
ジェイコブス

5 そしてミランダを殺す
ピーター ･
スワンソン

2 本を贈る 若松 英輔 他 6 神さまを待っている 畑野 智美

3 リアルサイズ古生物図鑑 土屋 健 7 妻のトリセツ 黒川 伊保子

4 火のないところに煙は 芦沢 央

ʲຊΛआΓΔࡍͷ͓͍ئʳ

　・ 公民館図書室の本を借りるときは、「図書貸出簿」（児童図書コーナーの本は「絵
本貸出簿」）に記入をお願いします。貸出期間は２週間です。返却する際は、元の

位置に返してください。

　・ 借りた本を壊してしまった、汚してしまった時などは、ご返却の際に公民館事務室
までお持ちください。

ʲਤॻϘϥϯςΟΞΛืू͠·̇͢ʳ

　 　公民館図書室の整理・整頓のお手伝いをしてくれる方を随時募集しています。みなさんが利用しやす
い図書室を一緒につくりませんか。お気軽に次の問い合わせ先までご連絡ください。

ʲ໰߹ͤʳ公民館　☎45-2611

新しい本、入りました

公民館講座・教室　申込・問合せ　公民館　☎ 45-2611

◎アイシングクッキー教室

◎アロマテラピーリラクゼーション教室（第３回目　全４回開催予定）

　クッキーの表面を卵白や砂糖を着色してデコレ

ーションします。ハロウィンにぴったりなアイシ

ングクッキー作りを体験してみませんか？

ʲ೔࣌ʳ10月30日（水）10:00～12:00
ʲ಺༰ʳハロウィンアイシングクッキー

ʲఆһʳ村民15名まで

ʲࢣߨʳアイシングクッキー教室Kafuu。
　　　　保立　和恵 氏
ʲձ৔ʳ大潟村公民館

ʲࢀՃඅʳ1,000円
ʲͪ࣋෺ʳエプロン、三角巾

ʲਃݶظࠐʳ10月21日（月）

　「心と体を元気に！」をテーマに、アロマ（香

り）テラピー（治療・療法）の正しい知識や利用

方法を楽しく学び、生活の中に色々な形で役立て

てみませんか。

ʲ೔࣌ʳ11月８日（金）10:00～12:00
ʲ�಺༰ʳ「リラックス・アロマオイル」～風邪予
防に役立つアイテムを揃えよう～

ʲఆһʳ10名まで
ʲࢣߨʳ

（株）ラ・ボーテ　アロマテラピースクール

　オレンジツリー　齋藤　晴子 氏

ʲձ৔ʳ大潟村公民館

ʲࢀՃඅʳ1,100円（材料費）
　　　　  ※参加費は当日お持ちください。
ʲਃݶظࠐʳ11月１日（金）
※最終回は翌年２月７日（金）を予定



情報・募集・ご案内

ʲ܇࿅ؒظʳ

　①12月３日（火）～令和２年５月29日（金）
　②12月10日（火）～令和２年６月30日（火）
ʲ܇࿅Պʳ

①テクニカルオペレーション科（定員15名）
②建築CAD施工科（若年者コース･導入訓練付）
　（定員10名）
ʲ܇࿅ؒ࣌ʳ9:20～15:40
ʲձ৔ʳポリテクセンター秋田（潟上市）

ʲืूؒظʳ10月２日（水）～10月30日（水）
ʲडߨྉʳ無料

　　　　　（テキスト代等は自己負担です。）

ʲ�Ԡื֨ࢿʳハローワークに求職申込をされた方
で、新たな技術･技能を身につけて再就職を希望

される方

ʲ໰߹ͤʳ秋田職業能力開発促進センター

　　　　　☎018-873-3178

ळా৬ۀೳྗ։ൃηϯλʔ͔Β

࿅ʢϋϩʔτϨʔχϯάʣͷ͓஌Βͤ܇ۀ৬ڞެ
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総合型地域スポーツクラブ「スポーレおおがた」
地域でつくる　地域でささえる　～すべての人にスポーツの楽しさを～

ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳεϙʔϨ͓͓͕ͨࣄ຿ہʢଜຽମҭؗ಺ʣ
ઐ༻ి࿩ɹὸ��������������

ʲ೔࣌ʳ10月20日（日）7:00　出発　村民体育館
ʲ৔ॴʳ青森県西目屋村

ʲਃݶظࠐʳ10月11日（金）
ʲͪ࣋෺ʳ雨具、昼食

歩いてのばそう健康寿命!!
ʲ೔࣌ʳ11月～令和２年３月まで
　　　　月曜日　13:30～14:30
　　　　（月曜日が祝日の場合、火曜日）

　　　　水曜日･金曜日　9:00～10:00

ʲ৔ॴʳ村民体育館

ʲͪ࣋෺ʳ室内用シューズ、飲み物

◎スポーレ紅葉ウォーキング　暗門の滝&津軽ダム

◎インターバル速歩教室

　村民体育館に傘やタオル、靴、その他私物などの

忘れ物はありませんか？

　村民体育館の玄関に忘れ物コーナーがありますの

で心当たりのある方は10月31日までに体育館へお越
し下さい。11月に持ち主不明の忘れ物を処分します。
ʲ໰߹ͤʳ村民体育館　☎45-2269

　11月から３月の冬期間は休館日である月曜日を一
部開館します。健康、体力づくりに有効活用してく

ださい。

　なお、月曜日の開館時間は次のとおりです。

ʲޙޕͷ෦ʳ13:00～16:00
ʲ໷ؒͷ෦ʳ17:00～22:00

※9:00～13:00は清掃等のため休館します。
ʲ໰߹ͤʳ村民体育館

　　　　　☎45-2269

村

体

民体育館に忘れ物はありませんか？

育館を月曜日も開館します

ҭҕһձ͔Βͷ͓஌Βͤڭ ଜຽମҭؗ�ὸ�������ʗ'"9��������
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ळాݝ೶ࡁڞۀ૊߹͔Β

ʮ೶ܦۀӦऩೖอݥ૬ஊ૭ޱʯ
ઃஔͷ͝Ҋ಺

ळాݝ૯߹ݝ੫ࣄ຿ॴ͔Β

ܰ༉औҾ੫໔੫ূʢ೶ۀ༻ʣަ෇ਃ੥ͷ
ड෇ʹ͍ͭͯ

　収入保険は、経営努力では避けられない農業

収入の減少を総合的に補填する仕組みです。安

心して農業に取り組むことができます。お気軽

にご相談ください。

ʲઃஔ೔ʳ

10月４日・８日・11日・15日・18日・25日・29日
ʲؒ࣌ʳ9:00～16:00
ʲձ৔ʳＪＡ大潟村２階会議室

　４日・11日・18日・25日（全て金曜）
大潟村役場１階　第４会議室　８日（火）

大潟村役場２階　第２会議室　15日・29日
（全て火曜）

※ ご相談を希望される方は電話等でご予約をお
願いします。

ʲ໰߹ͤʳ秋田県農業共済組合

　　　　　事業部収入保険課　☎018-825-7316

　農業のために農業用機械で使用する軽油につ

いては、あらかじめ県から交付を受けた免税証

を軽油購入時に販売店へ提出することにより、

軽油取引税（１リットルあたり32.1円）が免税
されます。

　免税証交付申請の受付は、総合県税事務所課

税第二課（秋田地方総合庁舎１階）で、令和２

年２月３日（月）から行います。

　申請にあたっては、前回分の報告書を併せて

提出してください。報告書が提出されない場合

は免税証を交付できません。

　申請書類を記入していない場合、受付は後回

しになります。必ず記入した上でお越しくださ

い。

　申請書類は総合県税事務所課税第二課で用意

しています。また、インターネットからは「秋

田県　免税軽油」で検索してください。一部の

様式をダウンロードできます。

ʲ໰߹ͤʳ秋田県総合県税事務所　課税第二課

　　　　　☎018-860-3341

ळా͔ݝΒ

ٕೳݕఆͷ࣮ࢪʹ͍ͭͯ

ळాݝ೶ݚۀमηϯλʔ͔Β

ळాͷੜଶެܥԂͰ
ϊϧσΟοΫ΢ΥʔΩϯάମݧ

˓ٕೳݕఆͱ͸

　職業能力開発促進法に基づき、労働者の有す

る技能を一定の基準によって検定し、これを公

証する国家検定制度です。

　労働者の雇用の安定、円滑な再就職、労働者

の社会的な評価の向上に重要な役割を果たして

おり、労働者の技能と地位の向上を図り、国や

地域の産業の発展に寄与しようとするものです。

ʲٕೳݕఆ࣮ࢪ೔ఔʳ

・実技試験　問題公表　11月29日（金）
　 　　　　　実施　12月６日（金）から令和２年
２月16日（日）までの間において秋田県職業能
力開発協会が指定する日

・ 学科試験　令和２年１月26日（日）、２月２日
（日）、２月５日（水）、２月９日（日）

ʲ߹֨ൃදʳ令和２年３月13日（金）
ʲ໰߹ͤʳ

　秋田県雇用労働政策課　　☎018-860-2301
　秋田県職業能力開発協会　☎018-862-3510

　ノルディックウォーキングはポールを使った

ウォーキングをすることによって気軽に全身運

動ができるスポーツで、紅葉の生態系公園内の

園路を歩きながら体験するものです。

　初心者でもOK、ポールは無料でレンタルいた
しますので手ぶらで参加することができます。

ʲ৔ॴʳ秋田県農業研修センター　生態系公園

ʲ೔࣌ʳ10月14日（月）体育の日
　　　　10:30～12:00
ʲ಺༰ʳノルディックウォーキングで体力づくり

　園内の園路約1.0kmを２～３周します。
ʲࢣߨʳ

　ノルディックウォーキングインストラクター

　秋田ウォーキング部より２名

ʲఆһʳ15名程度
ʲࢀՃඅʳ500円
　　　　（ポールレンタル無料）

ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳ

　生態系公園管理事務所

　☎0185-45-3106
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ळా࿑ಇ͔ہΒ

͢·͠࠵؅ཧηϛφʔΛ։༺ޏ೥ྸऀߴ

ळా࿑ಇ͔ہΒ

΋͏ɺνΣοΫͨ͠ʁळా࠷ݝ௿௞ۚ

　働きたい高年齢者、働いている高年齢者は増

加しています。

　人手不足解消のためには高年齢者を積極的に

雇用することが重要ですが、企業においては高

年齢者の労働災害を防止することや、ニーズに

合った労働環境を整備することが課題となって

います。

　秋田労働局は、高年齢者の安全就労と雇用促

進のため「高年齢者雇用管理セミナー」を県内3
箇所で開催いたします。

　企業の経営者、労務担当者の方など、大勢の

方々のご参加をお待ちしております。

ʲ೔࣌ŋձ৔ʳ

○大館会場　11月７日（木）13:30～15:30
　大館市立中央公民館　50名まで
○秋田会場　11月13日（水）13:30～15:30
　秋田県ゆとり生活創造センター　遊学舎

　80名まで
○横手会場　11月12日（火）　13:30～15:30
　横手市役所　横手地域局

　勤労者総合福祉センター　サンサン横手

　50名まで
ʲ಺༰ʳ

・高年齢者の労働力確保について

・ 高年齢者の安全就労と健康維持のための対策
について

・高年齢者の雇用環境と労働条件の整備について

・65歳超雇用推進助成金について
ʲਃࠐŋ໰߹ͤʳ

　秋田労働局職業対策課高齢者対策担当

　☎018-883-0010　FAX018-865-6179

　10月３日から最低賃金が変わります。（時間額
「790円」）
　秋田県最低賃金は、臨時、パート、アルバイ

ト等、県内のすべての労働者に適用され、労使

合意の上であったとしても、最低賃金額以上の

賃金を支払わないことは、最低賃金法違反とな

ります。

　詳しくは秋田県労働局賃金室または最寄りの

労働基準監督署までご紹介ください。

ʲ໰߹ͤʳ秋田労働局賃金室　☎018-883-4266

ळాཱݝେֶ͔Β

ʮ։ֶ��प೥ه೦ۀࣄɹݝେɾಡച࠲ߨʯ
Λ։࠵

ळాݝ࿑ಇҕһձ͔Β

࿑ಇؔ܎ͷτϥϒϧͰ
ΓͰ͸͋Γ·ͤΜ͔ࠔ͓

　秋田県立大学が読売新聞秋田支局と共催で、

県大･読売講座「県大20年の研究力で秋田の未来
を読む」を開催します。秋田県立大学のこれま

での研究成果や地域貢献などの取組みを紹介し

ます。（９月から12月までに計４回行う公開講
座では、多彩な教授陣が、秋田にまつわるユニ

ークなテーマについてわかりやすく解説します。

いずれの講座も、秋田の未来を考えるためのヒ

ントに溢れた興味深い内容です。）参加希望の

方は、ハガキ、メール、FAXのいずれかでご希
望の回・郵便番号・住所・氏名・電話番号・ご

職業を下記の申込み先までお知らせください。

ʲ೔࣌ʳ

○「目からうろこの木材科学」
　10月26日（土）14:00～15:30
　木材高度加工研究所　林　知行　教授

○ 「出版報国男子の本懐-新潮社を創業した佐藤
義亮の生涯に学ぶ-」
　11月16日（土）14:00～15:30
　総合科学教育研究センター　高橋　秀晴　教授

○「地域発データ駆動型農業の推進」
　12月21日（土）14:00～15:30
　システム科学技術学部　経営システム工学科

　上原　宏　教授

ʲձ৔ʳカレッジプラザ

　（秋田市中通2丁目1-51（明徳館ビル２階））
ʲఆһʳ150名
　入場料は無料で、申込みが必要になります。

ʲਃࠐɾ໰߹ͤʳ

　ハガキ　〒010-0951　秋田市山王6-2-1
　読売新聞秋田支局「県大･読売講座」係

　メール　akita@yomiuri.com
　☎018-824-2211　FAX018-824-2210

　解雇・雇止め、いじめ･嫌がらせ、職場環境の

悪化など、働く人と勤め先との間でおきた労働

関係のトラブルの解決を、専門家があっせんに

よりお手伝いします。利用は無料で、秘密を厳

守します。

ʲ໰߹ͤʳ秋田県労働委員会事務局

　　　　  ☎018-860-3284
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உࣛ஍۠ফ๷ຊ෦͔Β

ୈ��ճळాୂٸٹݝһηϛφʔ͕
։͞࠵Ε·͢

ळా஍ํ๏຿͔ہΒ

ʮશࠃҰ੪ʂ๏຿ٳہ೔૬ஊॴʯٴͼ
ԋձʮ૬ଓʹ͍ͭͯʯͷ͝Ҋ಺ߨ

ʲ೔࣌ʳ10月５日（土）13:00～16:30
ʲ৔ॴʳ男鹿市文化会館（小ホール）

　当日は秋田大学医学部附属病院の奥山先生に

よる基調講演のほか、県内救急隊員の症例発表

及びディスカッションが行われる予定です。

　入場は無料となっておりますので、日ごろの

救急隊員の活動をご覧いただくために皆さまの

ご来場をお待ちしております。

ʲ೔࣌ʳ10月６日（日）　10:00～15:00
（講演会は13:00～14:00）

ʲ৔ॴʳ秋田地方法務局（秋田市山王7丁目1-3）
ʲओͳ૬ஊ಺༰ʳ

・ 土地、建物の相続登記や抵当権の抹消登記に
関すること。

・遺言、後見などの公正証書に関すること。

・隣地との境界に関すること。

・ いじめや近隣トラブルなどの人権問題に関す
ること。

ʲ�૬ஊ୲౰ऀʳ公証人、司法書士、土地家屋調
査士、人権擁護委員、法務局職員

ʲߨԋձࢣߨʳ公証人　大和谷敦

ʲ�ͦ ͷଞʳ相談･講演参加は無料です。ただし、
予約優先です。相談は秘密を厳守しますので

安心してご相談ください。

ʲ༧໿ŋ໰߹ͤʳ

秋田地方法務局総務課　☎018-862-6531

ळా࿑ಇۉڥ؀༺ޏہ౳͔ࣨΒ

ྩ࿨̎೥݄̐̍೔͔ΒύʔτλΠϜɾ༗
͢·Ε͞ߦࢪ࿑ಇ๏͕༺ޏظ

ಠཱߦ੓๏ਓۈ࿑ऀୀ৬͔ۚߏػࡁڞΒ

ʮதୀڞʯ͸தখ͕ۀاՃೖ͠΍͍͢
ͷୀ৬੍ۚ౓Ͱ͢ࠃ

　正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不

合理な待遇差が禁止されます。（中小企業は令

和３年４月施行）

　秋田労働局では県内各地で働き方改革関連法

セミナーを開催します。詳細は秋田労働局ホー

ムページをご覧ください。

ʲ໰߹ͤʳ秋田労働局雇用環境・均等室

　　　　　☎018-862-6684

①国の制度だから安全・安心！

　さらに掛金の一部を国が助成します。

②社外積立でラクラク管理！

　管理や運用の手間がかかりません。

③掛金は全額非課税でオトク！

　印税に加え、手数料もかかりません。

ʲ໰߹ͤʳ

　独立行政法人勤労者退職金共済機構

　中小企業退職金共済事業本部

　☎03-6907-1234　FAX03-5955-8211

ळాݝ౔஍Ո԰ௐࠪ࢜ձ͔Β

දࣔొهແྉ૬ஊձΛ։͠࠵·͢

　10月１日の「法の日」キャンペーンの一環と
して、土地や建物の調査･測量、土地の境界、表

示登記手続きなどに関する疑問、困りごとなど

に土地家屋調査士が応じる無料相談会を開催し

ます。

ʲ೔࣌ʳ10月26日（土）10:00～15:00
ʲ৔ॴʳ秋田市文化会館　第5会議室
ʲ૬ஊ಺༰ʳ

・ 土地の分筆、合筆、地目変更、建物の新築、
増築、滅失などの登記手続きについて

・ 土地の調査、測量、境界問題、筆界特定手続
きについて

ʲ໰߹ͤʳ秋田県土地家屋調査士会秋田支部

　　　　　土地家屋調査士　飯塚博之事務所

　　　　　☎018-883-1630

公益財団法人秋田県市町村振興協会
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ଜͷਓޱͷಈ͖ŋެࢪڞઃͷঢ়گ

˕ਓޱͷಈ͖	݄̍̕೔ࡏݱʣ
項目 人数(人） (増減） 項目 人数(人）

世帯数 　1,129　 (＋1） 転入 4
人口 　3,171　 ( ０ ） 転出 3
男 　1,602　 ( ０ ） 出生 2
女 　1,569　 ( ０ ） 死亡 3

தʣ݄̔	گઃͷར༻ঢ়ࢪڞެ˕
施設名 利用者数 施設名 利用者数(量）

公民館 1,200人 村民センター 761人
村民体育館 1,715人 ふれあい健康館 1,462人
干拓博物館 2,160人 ごみ処理量 83ｔ
多目的運動広場 1,927人 水道使用量 42,508㎥
多目的グラウンド 205人 下水排水量 46,340㎥
子育て支援センター 205人

ઃͷଠཅޫൃిྔʢ݄̔தʣࢪڞެ˕
施設名 発電能力kW 発電量kWh 消費量kWh 売電量kWh 買電量kWh
西１分館 9.99 1,302 111 1,251 60 
西２分館 3.96 506 38 487 19 
西３分館 7.74 861 106 814 59 
東２分館 9.99 1,365 252 1,253 140 
東３分館 9.99 1,259 151 1,197 89 

北１コミ会館 7.20 967 88 913 34 
北２コミ会館 5.40 764 52 722 10 
南コミ会館 4.32 458 184 360 86 
多目的会館 4.95 693 301 581 189 
合　計 63.54 8,175 1,283 7,578 686 

ɹ˓ചిྔͷֹۚࢉ׵ɿ���
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　行政や特殊法人等の仕事についての苦情や意

見・要望を受け付け、その解決を促進するよう相

談に応じています。お気軽にご相談ください。

ʲߦ੓૬ஊҕһʳ北村シゲ（西3-4、☎45-2918）
ʲ૬ஊ೔ʳ10月15日（火）10:00～12:00
ʲձ৔ʳ役場第２会議室

10月の行事予定
日付 行事名等 場所等
２日
（水） 農業委員会定例総会（9:00～） 役場

６日
（日）

25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！
（11:00～） 鹿角市

９日
（水） 中学生秋の体育祭・なべっこ 村内各所

中学校

10日
（木）

小学校マラソン大会・なべっこ交流会
中学校グラ
ウンド
小学校前庭

中学校３年生　ナチュラルドリーム 白神山地

11日
（金） 前期終業式 園・小・中

16日
（水） 後期始業式 園・小・中

26日
（土） 学習発表会 小学校

11月上旬の行事予定
日付 行事名等 場所等
１日
（金） 開校記念日 小・中

５日
（火） 農業委員会定例総会（13:30～） 役場
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こちらも
チェック
してね。
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先生も公認!?先生のモノマネで
大爆笑の３年生による劇

女子バレー部による歌とダンスのコンサート
会場からは「かわいい～♪」という歓声も

全校生徒による合唱。『ふるさと』、『秋田
県民歌、秋田県民の歌』を披露しました

３年生野球部による歌とダンス。笑いと
ダンスのキレはさすがの貫禄!!

２年生による百姓踊り。大潟村百姓踊り
の会の方々にご指導頂きました

身振り手振りも交えて一箭　花さん
（西3-2）による英語暗唱

エンターテインメントのトリを飾った吹奏楽部に
よるバンド演奏。会場の盛り上がりは最高潮に!!

　９月７日（土）、大潟中学校において大中祭が開

催されました。

　開祭式では、実行委員による開祭宣言に続いて全

校製作のモザイクアートがお披露目され、生徒や来

場者から大きな歓声が起こりました。

　続いて、NEWソーラン節、国語弁論、英語暗唱・
弁論、デンマーク研修の成果発表、合唱コンクール

の発表、３年生による劇の発表があり、生徒たちは

日頃の練習の成果を発表していました。

　午後の部も、百姓踊り、クイズ大会、吹奏楽演

奏、全校合唱、エンターテインメントなど、盛りだ

くさんの内容で、会場の皆さんも楽しんでいる様子

でした。

　地域の方々が参加できる企画もあり、地域の輪を

大切にする大潟村ならではの大中祭は、今年も大盛

況の内に幕を下ろしました。

大中祭『青春祭』
　～僕らのMAJI festival ～
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